
岡山城二の丸の成立 ―考古学的視点から見た宇喜多・池田期の遺構と縄張り―

和 田 剛

１ はじめに

現在の岡山市中心部（内山下・石関町・表町ほか）に

は、宇喜多氏の入城から近世を通じて備前国の中核城郭

であった岡山城の曲輪が広がっていた（第１図）。岡山

城は城域の北東隅に本丸を据える。この本丸の西から南

にかけては内堀によって二つの郭に隔てられた二の丸が

位置する。さらにその西には中堀、外堀により仕切られ

る三の曲輪、三の外曲輪が南北に連なる。これらを併せ、

岡山城の縄張りは本丸の周囲を三重の曲輪で取り囲む

「梯郭式」城郭の典型例であったと考えられている
（１）
。

中でも二の丸は石垣化された内堀を境にして、北側に

は本丸南部を取り囲む「内郭」と、その西に位置する方

形の「外郭」からなっている（第２図）。「内郭」は雁形

を呈する帯曲輪である。「対面所」や荒尾氏、伊木氏等

重臣の屋敷地が位置していた。また曲輪入り口には平門

である「外下馬門」があった。一方、「外郭」は「評定

所」、「勘定所」などの役所や、家老級を含む上級家臣団

の屋敷地であった。曲輪の入り口には櫓門である「西門」、

「大手門」、「東門」が位置していた。また曲輪の外縁に

沿って「素軒屋敷櫓」、「池田主税櫓」を初めとする６棟

の櫓が造営されていた。

このように、二の丸は内堀により隔絶され、門、櫓、

石垣を組合せて防御を固める軍事施設であった。併せて

役所や上級家臣団の屋敷地という、政治的拠点と位置づ

けられる曲輪であったと評価できる。しかしながらこの

二の丸がどのような過程を経て成立したかについては諸

説が有り、結論を見ていない。そこで本稿は考古学的な

視点から、これを究明することを目的とする。

２ 研究史と本稿の視点

本節では岡山城二の丸の成立に関わる研究史をまとめ、

これを受けた本稿における視点を提示したい。岡山城二

の丸の成立過程については主に三つの視点から検討がな

されてきた。第１は、江戸時代の地誌類を検討した文献

史学的な視点である。この方面の研究の鏑矢となったの

は、木畑道夫、永山卯三郎等による一連の業績である
（２）
。

戦後には谷口澄夫、藤井駿、加原耕作等に引き継がれた
（３）
。近年では『吉備前鑑』の検証から、岡山城天守造営

と外堀（総構え）の掘削年代の再検討を試みた森俊宏の

意欲作が特筆される
（４）
。これら文献史から見た岡山城二

の丸の成立は、宇喜多直家の岡山城入城に併せ、後の二

の丸「外郭」の北東隅にあたる「榎木の馬場」付近にあっ

た蓮昌寺を移転させたことに始まると言う。第２は、岡

山藩池田家文庫に残される城下絵図の検討である。倉知

克直は最古の岡山城下絵図とされる『岡山古図』を、池

田忠雄の備前国移封に際して家臣団屋敷割に用いられた

ものとしている
（５）
。『岡山古図』には石垣化された内堀

や二の丸が既に描かれている。このことから、岡山城二

の丸の縄張りは遅くとも忠雄が備前国に入部した元和元

（1620）年頃には成立していたことになる。また、出宮

徳尚は江戸時代の絵図に見られる二の丸の縄張りが、宇
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第１図 岡山城と城下町の構造（1/20,000）

※灰色は堀推定位置、黒枠内を第２図で拡大



喜多秀家期に成立していたことを図示している
（６）
。第３

は石垣の検討である。岡山城の石垣編年を試みた乗岡実

は二の丸「内郭」にある外下馬門櫓石垣と対面所石垣を、

それぞれ慶長半ばの池田利隆監国期、及び忠雄の入部を

下限とする元和年間初頭に比定している
（７）
。すなわち、

岡山城二の丸は宇喜多期から池田期に至るまで、普請が

続いていた可能性が浮上したのである。

さて、近年岡山城二の丸では発掘調査により、二の丸

成立期に関わる遺構面の検出が相次いでいる（第２図）。

そこで、本稿ではこれらの成果に基づき、検出遺構の概

要とその変遷を見ていく。併せて各遺構から出土した一

括資料の検討を行う。続いて各調査区の時期的併行関係

を整理する。最後にこれら検討から導かれる岡山城二の

丸の縄張りと、その変遷について考える。

３ 各調査区の遺構と出土遺物の概要

岡山県庁増築工事に伴う発掘調査区
（８）
（第２図１）

本調査区は二の丸「内郭」の東南端近くに位置する。

文久３（1863）年に制作された『備前岡山地理家宅一枚

図』（以下、『文久城下図』）によると調査地北半は岡山

藩筆頭家老である伊木長門守
（９）
の屋敷地にあたっている。

一方南半から県庁舎東側にかけては、重臣池田氏の屋敷

地にあたっていると見られる
（10）
。

本調査区では宇喜多期から江戸時代にかけて都合４期

の遺構面が確認されている（第３図）。この中でも宇喜

多期に遡る可能性があるのは、基盤層上面（最下層）に

おいて検出された鍛冶炉を伴う遺構面（Ⅰ期）である。

その上層には遺物包含層（下部層）を挟んで遺構面が形

成されていた（Ⅱ期）。さらにその上層には承応３（165

4）年の洪水砂を挟んで検出された、江戸時代前期の遺

構面（Ⅲ期）が形成されていた。

最下層の遺構面は調査区東側で海抜約3.2ｍ、南側で

約2.8ｍを測る。この面では４基の鍛冶遺構が検出された。

うち鍛冶遺構４は炉底部のほぼ全面に炭層を残しており、

小鍛治炉であった可能性が説かれている。

Ⅲ期の遺構面では３棟の建物が検出されている。この

うち、建物２は棟をほぼ東西方向に向ける礎石建物であ

る。これを切る井戸２には石組みが見られる。

続いて、出土遺物を検討していこう。第４図に最下層、

およびその上層に見られる下部層出土遺物を図示した。
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第２図 岡山城二の丸と各調査区位置（1/10,000） ※黒色は各調査区の位置

調査区番号 調査年 調査原因 調査面積 調査概要

１ 1989～1990 岡山県庁増築工事 1,592㎡ 最下層にて宇喜多期にさかのぼりうる鍛冶炉を確認

２ 1994 中国電力内山下変電所建設 1,280㎡ 宇喜多期、池田期の遺構面をそれぞれ確認

３ 2000 岡山県立図書館建設 2,700㎡ 下層期（安土桃山期）の鍛冶炉と堀、中層（池田期）の遺構面を確認

４ 2017 警察本部庁舎整備事業 798㎡ 宇喜多期にさかのぼる堀、池田期初頭の遺構面を確認

５ 2017 警察本部庁舎車庫整備事業 780㎡ 宇喜多期２面、池田期２面の遺構面を確認



うち１～13までが最下層、14～20までが下部層から出土

した。 １、２は青花の碗である。１は高台畳付きを釉

剥ぎする。３は外面に唐草文を描く青花小型の杯である。

これは大坂城跡では豊臣後期、すなわち慶長３（1598）

年～元和元（1615）年にかけて主体となる碗Ｈ、Ｉ類と

共伴することが指摘される、小杯Ⅲ類
（11）
に比定される。

４は直径11㎝を測る染付皿Ｅ群の皿で、見込みに草花文

を描く。５は外面に鉄絵を描く唐津の椀である。７は唐

津の四方皿である。見込みには鉄絵の草花文が描かれ、

胎土目が残る。８、９は土師質皿である。底部成形は回
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第３図 岡山県庁増築工事調査区遺構配置図（1/800） ※文献８より引用、一部改変

第４図 最下層及び下部層出土遺物図（1/6） ※文献８より引用、一部改変



転糸切りによる。10、11は焼き塩壺と蓋である。12、13

は備前焼の甕及び擂り鉢である。14～16までは青花であ

る。14は外面に唐草文、見込みに草花文を描く碗である。

底部は饅頭心形を呈し、碗Ｅ群に比定される。15は碁笥

底となる皿である。皿Ｃ１群に比定される。17は織部の

壺である。18は土師器質皿である。19は軒丸瓦である。

珠文は23粒を数える。20は軒平瓦である。中心飾りは単

弁で、唐草は三転する。図書館調査区の1147と同笵、本

丸中段の87aと同笵的同文であり、宇喜多期とされる岡

山城２式
（12）
に併行する。

報告書では下部層中で初期の改修がなされ、小早川秀

秋から池田忠雄期にかけての生活面が形成されていたと

する。しかし、宇喜多期の遺構面を形成するとされる最

下層の出土遺物中には、染付小杯Ⅲ類や唐津四方皿など

慶長半ばから元和初頭頃まで下る遺物が見られ、検討の

余地を残す。

中国電力内山下変電所建設に伴う発掘調査区
（13）

（第２図２）

本調査区は二の丸の「大手門」北側に位置す

る。『文久城下図』によれば、池田伊賀の屋敷

地北西隅にあたるとされる。池田伊賀は岡山藩

六大老の一人、池田長常
（14）
のことである。調査

区では中世に始まり、承応３年の洪水砂で埋没

したⅢ期、そしてその堆積後に形成されたⅣ期

に至る４面の遺構面が検出された。このうち、

二の丸成立期に関わるのは宇喜多期に遡る可能

性がある近世Ⅰ期と、その上層で検出された近

世Ⅱ期の遺構面である（第５図）。近世Ⅰ期の

遺構面は海抜約2.8～3.0ｍを測る。この面では

素掘りの井戸５・６と、溝６が検出されたのみ

である。このうち溝６については、条里方向に

沿って掘削された可能性が指摘されている
（15）
。

近世Ⅱ期の遺構は海抜約3.2ｍで検出された。

礎石建物となる建物４、８・９の他、掘立柱建

物である５・６が検出されている。また、井戸

４は石組みとなっている。

次に、近世Ⅱ期の遺構面で検出された土坑１

の出土遺物について検討する（第６図）。１、

２は青花である。１は外面に蛟龍を描く景徳鎮

の碗、２は呉須赤絵で花鳥文を描く五彩の碗で

ある。３は志野の向付で、高台は削り出しによる。４は

唐津の灰釉皿である。高台畳付きに砂粒が付着している。

５は軒丸瓦、６は軒平瓦である。６は慶長３（1598）年

に造成が開始された大坂城三の丸出土3652
（16）
との同笵関

係が指摘されている。遺物群の上限年代を知る上で貴重

である。なお、７、８は近世Ⅱ期の上層で検出された近

世Ⅲ期の遺構面を覆う洪水砂層出土の瓦類である。この

洪水砂層は先述した承応３（1654）年の洪水砂であると

されている。７の軒平瓦の中心飾りと、８の鬼瓦の九曜

状文様は、鳥取藩池田家の重臣、福田氏の定紋にあたる
（17）
。元和初頭頃の岡山城下を描いたとされる『岡山古図』

では本調査地点が南北二つ屋敷地に分かれていたようで

あり、北側に「福田某」、南側に「福田内膳」の名が記

されている。この瓦の出土は寛永９年の池田光政と光仲

の間で行われた国替え以前、同調査地点が福田氏の屋敷

地の一部であったことと符合する。
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第５図 中国電力内山下変電所調査区遺構配置図（1/500）

文献13より引用、一部改変



県立図書館建設に伴う発掘調査区
（18）
（第２図３）

本調査区は二の丸「外郭」の北東隅に位置する。『文

久城下図』によれば、調査区の南東側は「榎の馬場」と

呼ばれる広場にあたっている。調査区の東側には「外下

馬門」の櫓台石垣が現存する。さらに発掘調査成果によ

り、内堀北辺で岡山城本丸４期 （池田利隆監国期に併

行）の特徴を持つ石垣が検出された。

さて、本調査区の「榎の馬場」にあたる「外郭」部分

の上層、中層、下層の３面の各層上面で、遺構面が確認

されている（第７図）。上層は幕末期、中層は承応３年

の洪水砂層に由来すると思われる砂層の下面で検出され

ていることから、その直前の遺構面とされている。下層

は「榎の馬場」の造成土下層で検出された遺構面である。

このうち、二の丸の形成に関わる遺構面である下層遺

構、ならびに中層遺構を見ていこう。下層遺構には堀、

鍛冶炉群、ならびに二の丸「外郭」の北東端に集中して

掘削された土坑群などからなる。このうち、堀は調査区

の南西隅で検出され、幅10ｍを超える。西から東へ延び、

調査区の中央付近で南の岡山県庁へ向きを変えている。

検出レベルは2.8ｍで、堀底のレベルは－0.6ｍを測る

（第８図左上）。堀底は平坦で、傾斜角も30°以下と緩い。

護岸の石垣等は認められず、素掘りの堀であったと見ら

れる。堀の西側では、土堤状の遺構が築かれている。状

況から見て、堀の掘削後に何らかの理由で人為的に埋め

戻す際、この土堤を築いて足場としたものと見られる。

堀の北側では、40基を超える土坑が検出されている。他

に６基の炉が検出されている。周囲の柱穴から鍛造薄片

が出土しており、鍛冶炉であると見られる。

中層遺構は土坑、砂だまり、そして内堀の護岸石垣か

らなる。中層遺構は先述したとおり承応３年の洪水砂層

に覆われることから、この年が遺構の下限年代となる。

続いて出土遺物の検討を行う。第８図に示したのは下

層遺構のうち、堀出土の遺物である。この遺物群につい

ては乗岡実による詳細な検討がすでになされており
（19）
、

宇喜多秀家期に遡る遺物群であると指摘されている。１

～９は青花である。１は脚付小杯である。４、５は底部

が饅頭心となるＥ群の碗で、５の見込みには蛟龍が描か

れる。６、７は粗製の白磁皿Ｃ群で、�州窯産の製品で

ある。９は美濃の天目碗で、10は上野・高取の三足平鉢

である。11、12は備前焼の折縁皿と辣韮小瓶である。13

～15は軒平瓦である。13は唐草が５点する古式のもので、

13は岡山城２期の軒平瓦が表際されている岡山市北区徳

倉城と同笵品である
（20）
。15は本丸中の段13と同笵品であ

る。いずれも岡山城１～２期に併行するもので、３期以

降の瓦を含まない。志野や唐津など、慶長～元和期まで

下る遺物も見られず
（21）
、この堀が宇喜多秀家期に機能し

ていたと見ることには大過ない。ただ、上野・高取産の

製品は、生産地である豊前国の小倉城では、慶長７

（1602）年に同国に入部した細川忠興による改修の際の

造成土から、始めて出土することが指摘されている
（22）
。

従って、堀の機能停止、並びに埋没は宇喜多氏改易後の

17世紀初頭まで下る可能性が高いものと考えられる。
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第６図 土坑１及び洪水砂出土遺物（1/6） ※文献13より引用、一部改変
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第７図 県立図書館調査区遺構配置図（1/1,000） ※文献18より引用、一部改変

第８図 土堤状遺構平断面図（1/100）及び堀出土遺物（1/6） ※文献18より引用、一部改変



第９図に示したのは中層遺構面で検出された土坑63の

出土遺物である。１、２は青花の碗である。１は外面に

特徴的な唐草文を描き、高台畳付きに砂が付着している

ことからＦ群に比定される。３～８は肥前陶器である。

４は灰釉をかける唐津の椀である。５は刷毛目を描く唐

津の椀である。６～８は唐津の折縁皿で、すべて見込み

には砂目積みの痕跡を残している。９は唐津の片口鉢で

外面に鉄絵を描く。10は織部の向付である。11は九曜紋

の棟込瓦である。九曜紋は岡山藩家老の荒尾氏の家紋で

ある。12は桶の底板とみられ「津田木工」との墨書があ

る。青花碗Ｆ群、唐津、織部からなる遺物の組成、刷毛

目を描く椀や、本丸２期には存在しない棟込瓦が見られ

ること、岡山藩の家老であった荒尾氏・津田氏に関連す

る遺物が出土していることから
（23）
、確実に元和初頭以降

まで下る遺物群である。

警察本部庁舎整備事業に伴う発掘調査区
（24）
（第２図４）

本調査区は二の丸「外郭」の南部中央に位置する。

『文久城下図』では、調査地北半が「土倉弾正」、南半は

「御小作地方請込」と記されている。土倉弾正は岡山藩

六大老に数えられる土倉一善のことである
（25）
。

調査では宇喜多期にかかると思われる下層遺構と、そ

の上層で17世紀初頭と思われる近世Ⅰ期から幕末期まで

Ⅲ期にわたる遺構変遷が明らかとなった（第10図）。宇

喜多期の遺構としては、素掘りとなる堀１条と、その堀

岸に築かれた曲輪の土留め石垣を検出している。堀１は

調査区の北から続き、中央で西へ向きを変えていること

が判明した。次に堀１の断面図を見てみよう（第13図）。

堀１の検出レベルは2.8ｍである。堀底をやや抉るよう

にして粘質土が見られたほかは、均質な砂層により、海

抜3.2ｍまで一気に埋没している。近世Ⅰ期の遺構とし

ては、石組み溝により仕切られる道１と、北側屋敷地の

造成土を切る土坑12がある。道１は調査区中央をほぼ東

西方向に走る。南北の石組み間の距離はちょうど３ｍを

測る。この道はすでに『岡山古図』に描かれるものであ

る。その後江戸時代を通じて変わることなく当地点にあっ

たことが、絵図の分析から判明している
（26）
。

次に出土遺物を見ていこう。第11図に堀１出土の遺物

を掲載している。１～３は青花である。いずれも口縁に

界線を描き、３は外面に草花文を描く。細片であるため

即断はできないが、文様構成から見て碗Ｅ群に比定され

るか。４は備前焼の擂鉢で、乗岡実の近世Ⅰ期に比定さ

れる
（27）
。５、６は瓦類である。６は軒平瓦で、岡山県立

図書館調査区の下層堀出土の1234と同笵と見られる。こ

れらは宇喜多期に遡る遺物群と言える。

次に、近世Ⅰ期の遺物を見ていこう。第12図に示した

のは土坑12の出土品である。１～５は唐津の皿で、１、

２は丸皿、３、４が折縁皿である。３の内面には鉄絵の

松葉紋が描かれている。見込みには胎土目が見られる。

６は青花の小杯である。森毅のⅣ類に比定される。肥前

磁器が含まれず、唐津皿も胎土目を残すことから、類似

した組成を示す岡山城三の曲輪ＳＫ72に併行し、概ね17

世紀前葉の年代を与えることができる
（28）
。

警察本部庁舎車庫整備事業に伴う発掘調査区
（29）
（第２図５）

本調査区は二の丸「外郭」のほぼ中央に位置する。

『文久城下図』の該当地点には。「日升丸」の名が記され

ている。「日升丸」は岡山藩の支藩である生坂藩八代当

岡山城二の丸の成立 ―考古学的視点から見た宇喜多・池田期の遺構と縄張り―
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第９図 土坑63出土遺物（1/6） ※文献18より引用、一部改変
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第10図 警察本部庁舎整備事業調査区遺構配置図（1/400） ※文献24より引用、一部改変

第11図 堀１断面図（1/100）及び堀最下層出土遺物（1/6） ※文献24より引用、一部改変



主である池田政禮の幼名である。調査地は生坂藩下屋敷

の南東隅に当たっており、調査地の西半が屋敷地、東半

には屋敷地を区画する道が南北に走っている。発掘調査

の結果、近世Ⅰ～Ⅳ期の遺構面が検出されている。この

うち、二の丸の成立に関わるⅠ～Ⅲ期の遺構を見ていこ

う（第13図）。近世Ⅰ期は本格的な造成開始期の遺構面

である。検出レベルはおよそ海抜2.9ｍを測る。この面

では掘立柱建物、井戸、柱穴や溝が検出されている。溝

８は調査区を南北方向に縦断している。井戸２は素掘り

の井戸である。この遺構面で検出されている遺構からは

一切瓦が出土していないこと、この面を構成する造成土

層からは、埴輪や弥生土器など、古い時期の遺物しか出

土しないことと併せ、二の丸最初期の遺構面と言える。

近世Ⅱ期の遺構面の海抜高は3.0～3.1ｍを測る。遺構

としては石列、柱穴列、土坑や多数の柱穴からなる。

近世Ⅲ期の遺構面の海抜高は3.5ｍを測る。石組み溝

を伴う道路遺構が注視される。この道路遺構は『岡山古

図』に既に描かれている。道路遺構に沿うように礎石列

６や柱穴列６が検出されている。これらは位置関係から

見て土塀、あるいは門の基礎となるものか。

次に各時期の出土遺物を検討する（第13図右下）。近

世Ⅰ期の井戸２からは、１～７の遺物が出土している。

１は青花の碗で、口縁内部に四方襷紋、外面には唐草文

を描いている。文様構成から見て碗Ｅ群に比定される。

２は備前焼の鉢である。１～４は坩堝で、２の内面に緑

青が付着している。青銅製の�が出土していることと併

せ、付近で銅鋳造･細工が行われていた証左と言える。

近世Ⅱ期の土坑７からは瓦８、９が出土している。８は

珠文数が25粒を数える軒丸瓦である。軒平瓦の９は本丸

中の段６と同笵的同文で、岡山城２期に比定される。近

世Ⅲ期の溝７からは、肥前磁器の丸椀10や軒平瓦11が出

土している。10は畳付きに砂が付着し、全面施釉となる

ことから肥前磁器Ⅱ－１期に比定される
（30）
。11は岡山城

本丸中の段43と同笵で、岡山城４期に比定される。その

他、唐津の溝縁皿も出土した。

４ 各調査区の併行関係

ここでは、遺構、遺物の両面から、各調査区の併行関

係を考えていく。二の丸初期の造成面である宇喜多期の

遺構面は、全調査地点で確認されている。建物は中国電

力調査区近世Ⅰ期と警察本部庁舎車庫調査区近世Ⅰ期の

遺構面で検出されており、全て掘立柱建物である。井戸

は中国電力調査区Ⅰ期と警察本部庁舎車庫調査区Ⅰ期で

検出されており、全て素掘りである。堀は県立図書館調

査区下層期と警察本部調査区宇喜多期の遺構面で検出さ

れている。いずれも傾斜角30°を測る素掘りの堀である。

その他、鍛冶炉が岡山県庁調査区と県立図書館調査区で

検出されている。

遺物は青花（碗Ｅ群、皿Ｃ１群）、白磁（皿粗製Ｃ群）、

美濃からなる。国産陶器では唐津・志野・織部は見られ

ないが、県立図書館調査区の下層堀を埋める土堤状遺構

からは上野・高取の製品が出土している。この堀から出

土する瓦は岡山城１～２期（宇喜多期）に併行するもの

で、３期（小早川期）以降のものは見られない。

小早川～前期池田期にかかる遺構面も同じく全ての調

査区で検出されている。建物は中国電力調査区近世Ⅱ期

の遺構面で検出されており、礎石建物が主となる。井戸

は中国電力調査区、県立図書館調査区、警察本部庁舎車

庫調査区で検出されており、全て石組みを伴う。道路遺

構は警察本部調査区Ⅰ期、警察本部車庫調査区Ⅲ期の遺

構面で検出されている。その他、県立図書館調査区下層

期ではこの時期と思われる土坑群が検出されている。

出土遺物を見ると、青花（碗Ｆ群、小杯Ⅲ類、Ⅳ類）

に加え、唐津、志野と織部の見られる点が、前代と異な

る。県立図書館調査区下層期の陶器組成は北部九州（唐

津・上野高取）が79％と卓越し、これに瀬戸・美濃が７

％。志野が８％、織部６％、京１％が続くと報告されて

岡山城二の丸の成立 ―考古学的視点から見た宇喜多・池田期の遺構と縄張り―
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第12図 土坑12出土遺物（1/6）

※文献24より引用、一部改変
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近世Ⅰ期 近世Ⅲ期

近世Ⅱ期

井戸２出土遺物

土坑７出土遺物

溝７出土遺物

第13図 警察本部調査車庫整備事業に伴う発掘調査区遺構配置図（1/400）と出土遺物（1/6）

※文献30より引用、一部改変



いる
（31）
。県立図書館下層堀から出土した遺物には唐津や

志野が含まれていない。そのため、下層堀とその他の下

層遺構との間には時期差が存在している可能性が高い。

なお、乗岡実は岡山城、城下における志野、唐津の出現年

代を慶長半ば～元和年間の17世紀前葉に比定している
（32）
。

承応３（1654）年の洪水砂で埋没した遺構面は、岡山

県庁調査区Ⅲ期と県立図書館中層期で確認されている。

その他、警察本部庁舎車庫調査区近世Ⅲ期と中国電力調

査区近世Ⅲ期の遺構面の下限もこの時期に該当する。

以上の対応関係をまとめたものが第２表である。岡山

城二の丸は遺構・遺物の組み合わせから２期に区分可能

である。１期は素掘りの遺構で占められる。青花や瓦の

年代観から宇喜多期に遡行すると考えたい。一方、２期

の遺構は石材の使用が顕著である。その上限年代は上野・

高取製品の出土から慶長７（1602）年頃と見られる。だ

が、全ての調査区で唐津の出土を見たことから、中心と

なるのは慶長半ば～元和年間であったと想定できる。一

方、下限年代は警察本部車庫調査区溝７から出土した肥

前磁器の年代観
（33）
と承応２（1654）年の洪水層により与

えられ、17世紀半ばと想定できる。以上、２期の上限は

小早川秀秋（詮）期、下限は池田光政期に比定される。

５ まとめ

今回の検討で、成立期の岡山城二の丸は２期に変遷し

ていたことが判明した。１期の遺構面では掘立柱建物や

井戸と共に、鍛冶炉や銅鋳造に関連する遺物が検出され

ており、生産域と居住域が未分化であった。

一方、２期の遺構面は石組み溝や道により区分されて

いた。家紋瓦の出土と併せて、確実な武家屋敷地として

の二の丸の成立はこの段階と考える。また、１期の堀は

コの字状に曲輪を画する一方、２期の堀（内堀）は鈎方

に曲輪を区画しており、その縄張りが異なっている
（34）

（第14図）。これは１期の堀を埋めて、新たに本丸近くに

掘削し直すことで、武家屋敷地の面積拡充を図ったと考

えたい。併せて内堀の肩口を高石垣化することで軍事機

能の強化とも結びついたと思われる。

こうした成立期二の丸の縄張り変遷の背景には、宇喜

多期から池田期にいたる兵農分離の進展や、知行制確立

に伴う家臣団編成
（35）
の様相が反映されていると考える。
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第１表 岡山城二の丸跡各調査区の時期と検出遺構の対応関係 ※印は可能性が想定されるもの

第14図 二の丸１期と２期の堀（1/3,000）

時期 調 査 区
建物 井戸 堀

炉
道路遺構
（石組み溝）

その他遺構
本丸時期
（参考）掘立柱 礎石 素掘り 石組み 素掘り 高石垣

二
の
丸
１
期

県庁Ⅰ期 ○

※１期
２期

中電Ⅰ期 ○ 条里に沿う溝

図書館下層（古） ○ ○

警察庁舎宇喜多期 ○ 土留め石垣

警察車庫Ⅰ・Ⅱ期 ○ ○

二
の
丸
２
期

県庁Ⅱ・Ⅲ期 ○ ○ 集石

３期
４期
５期

中電Ⅱ期 ○ ○ ○

図書館下層（新）・中層 ○ 土堤状遺構・土坑

警察庁舎Ⅰ期 ○ 道に沿う石垣

警察車庫Ⅲ期 ○ ○ ○ ○ 道に沿う柱列



これについては総構え石垣の構築時期と併せて、検討を

続けたい。諸兄姉からのご批判を賜れば幸いである。
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雄山閣 2015

（23）文献18では『岡山古図』において、「榎の馬場」の南側

屋敷地に荒尾図書（成政）、西の屋敷地に津田将監（元匡）

の名が見えることが指摘されている。

（24）『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』245 岡山県教育委員

会 2018

（25）『平成新修旧華族家系大成』上巻 霞会館華族家系大成

編輯委員会 1996

（26）髙田恭一郎「第４章 遺跡・遺構について」『岡山県埋

蔵文化財発掘調査報告』245 岡山県教育委員会 2018

（27）乗岡 実「第Ⅴ章 近世備前焼擂り鉢の編年案」『岡山

城三の曲輪跡―表町 一丁目地区再開発ビル建設に伴う発

掘調査―』 岡山市教育委員会 2002

（28）註20文献

（29）『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』247 岡山県教育委員

会 2019

（30）野上建紀「磁器の編年１. 碗・小坏・皿・紅皿・紅猪

口」『九州陶磁の編年―九州近世陶磁学会10周年記念―』

九州近世陶磁学会 2012 肥前磁器の年代観は本論による。

（31）註19文献

（32）乗岡 実「岡山城下町の国産陶磁器の出現年代について」

『関西近世考古学研究』18 関西近世考古学研究会 2010

（33）乗岡 実は、岡山県下における肥前磁器の出現年代を、

元和～寛永年間に当てている。

乗岡 実「岡山県下の肥前時期出土状況」『第12回 近世

陶磁器学会 国内出土の肥前磁器―西日本の流通を探る―』

第１分冊 九州近世陶磁学会 2004

（34）県立図書館調査区下層堀と、警察本部調査区堀の底面の

海抜高は１ｍ近く隔たりがある上、埋土にも差異が認めら

れる。そのため、両調査区間の間に土橋が存在していた可

能性がある。

（35）池田利隆、忠雄期に家臣団編成がなされた記録がある。

次田元文「池田利隆の家臣団編成について」『岡山地方史

研究』105 岡山地方紙研究会 2005

内池英樹「池田忠雄家臣団の知行割りについての一考察―

鳥取藩家譜をもとにして―」『鳥取地域史研究』第11号 鳥

取地域史研究会 2009

紀要第１号

―40―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




